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ふじさわ市長選挙の争点 一一一、

/ご悪呈,月14B旧)投票‘ ,,よいよ藤沢市長選挙が迫ってきた現職鈴木隊
氏の4年間は早かった。

それは国政の反民主主義の動き（アホノミクス）に翻弄され、市民の心が市政を見つめる状況

になかった事によると考えられる。

前回の海老根元市長と鈴木恒夫氏の時は市庁舎内バーベキュー大会、進入路もない善行土地購

入問題などあきれる事件があった。パソコンで藤沢市」と検索すれば「バーベキュー事約と

出て、全国の笑いものになった。そこで住民運動のリベラルな市民が“ベター”を求あて鈴木恒

夫氏の支援に回った。しかし今回は、可もなく不可もなく「日本一住みたい街はふじさわ」一湘

南に憧れたヤンママの声もあった。

市民の福祉、子育て、くらし、教育を向上させるのは市長の当然の職務である。

私は今75歳、昭和15年の戦中生まれ。敗戦1年半後に北九州の国民小学校に入学した。昭和

22年（1947年）3月、国家主義軍国主義は廃され、教育基本法、学習指導要領ができ、物差し

が一変した。私は民主主義の申し子、公民教育一期生としてスタートした。

混乱期でもあり、先生の中に元憲兵隊士官がいた。南京事件の時、中国人の首を何人も刀で切

った事を自慢げに授業中に話すのを聞いた。

中学に入ると“一般社会"･の科目で「民主主義とは？民主国家とは？三権分立とは？」など

を鐇目からウロコ”の思いで頭に刻み込ん篭その

若い新任女性教師の父はシベリアに、母は終戦直前

爆弾の直筆を受け死亡したことを涙ながらで話す姿

を想い出す。最も多感な中学生時代「民主主義と平

和」について真剣に教えてくれた美しい先生を一生

忘れることはできない。

「市長選の争点」ば“言わずもがな”の中学の社

会燕教科書侭史・公民）の藤沢市の再採択問題で

ある。侵略戦争を是認、戦争賛美とも受け取れる育

鵬社版教科書とゲームで育った子どもの将来を思う

と空恐ろしい限り。
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